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環　境　経　営　方　針

経営理念

　　　株式会社宮本組は、土木・建築工事を通して地域及び環境への影響を考慮し、
　　また、人と地球に優しい環境作りを目指し、会社及び社員が一丸となって、環境負荷の
　　低減に努力すると共に、持続可能な社会の構築に尽力します。

基本方針

　　　株式会社宮本組は、事業活動を行う事により地域環境へ多大な影響を及ぼすことを
　　十分に認識し、その保全と環境負荷の低減に取り組むため、以下の方針に従い継続的に
　　環境経営の改善に努め、環境経営のステップアップを実践します。

　　１．弊社の事業活動に関わる環境への影響を常に認識し、自主的・積極的に取り組み、
　　　環境負荷の削減を図ります。

　　２．弊社の事業活動に関わる環境関連の法令、徳島県条例、阿南市条例、その他を遵守します。

　　３．弊社の事業活動による環境影響のうち、以下の項目を重点課題として取り組みます。

①温室効果ガス排出量の削減

②水資源使用量の削減

③廃棄物の削減及びリサイクル率の向上

④事務用紙使用量の削減及び裏紙使用の推進

⑤グリーン購入の推進

⑥環境に配慮した施工方法の推進

⑦化学物質使用量の把握及び削減

⑧事務所周辺の清掃等社会貢献

　　４．弊社はこの環境方針を全従業員に周知徹底し、環境活動レポートを作成して社内外に公表します。

改　定　日　　　令和　２年９月１５日

株式会社　宮　本　組

代表取締役　　宮本　芳則

制　定　日　　　平成２１年８月1７日

改　定　日　　　平成２４年１月１０日



Ⅰ．取組の対象組織・活動の明確化

　　①　事業者名及び代表者名 株式会社　宮本組

代表取締役　宮　本　芳　則

　　②　所在地 徳島県阿南市那賀川町赤池１６１番地２

　　　　倉庫資材置き場 徳島県阿南市那賀川町中島１６６番１１

　　③　環境保全関係の責任者 環境管理責任者　　：　宮本哲也　　　ＴＥＬ　：　０８８４－４２－０８５２

及び担当者連絡先 環境事務局担当　　：　宮本春美　　　ＴＥＬ　：　０８８４－４２－０８５２

　　④　事業内容 建設業

土木、建築、大工、とび・土工、屋根、タイル・れんが・ブロック、

舗装、内装仕上げ、水道施設　　　工事業

　　⑤　事業の規模 完成工事高 456百万円／年

従業員 9名　

事務所 床面積 132.7㎡

倉庫・資材置き場 床面積 532.11㎡

　　⑥　事業年度 2021年４月１日～2022年３月３１日

　　⑦　対象範囲 上記全活動、全組織、全従業員

　⑧　環境経営システム組織図

協力依頼 下請等の協力会社

代表者
社長　宮本　芳則

事務部長
宮本　文香

環境管理責任者
宮本　哲也

環境事務局
宮本　春美

工務部長
宮本　政則

徳島県知事許可　第８０４号

現場管理
宮本龍太・背川仁志・背川和彦・島田計美



Ⅱ.環境経営目標

※ 四国電力CO2換算係数0.550（Kg-CO2/Kｗｈ）を採用※

※環境に配慮した施工方法とは騒音・振動・排ガス規制に適合した建設機械の使用

   及び、県産材の型枠・看板の使用及び再利用、再生砕石、鉄筋のスクラップ再利用等を年間通じての達成目標とする

1）環境経営目標とその実績
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2）令和3年度環境経営目標とその実績（令和3年4月～令和4年3月）

※ 四国電力CO2換算係数0.550（Kg-CO2/Kｗｈ）を採用 ※ 目標比（％）　実績／目標

達成状況

◎：100％以下、但しグリーン製品購入、協会主催地域貢献活動・工事現場付近清掃活動、環境に配慮

した施工方法の推進については、100％以上

○：110％以下、但し項目については90％以上

△：120％以下、但し項目については80％以上

×：上記以外

3）評価

・ 現場での水使用量増加がみられた。

・ 地域活動には100％参加し、目標を達成した。

・ 発電所建設現場での複数の大型重機（0.7ユンボ等）使用による燃料消費が莫大で二酸化炭素排出量が、

大幅増となったが、二酸化炭素排出原単位指標の環境経営効率は良好である。

・ 工事の増加により、事務所の紙使用量増加がみられた。
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Ⅲ．主要な環境経営活動計画の内容　取組結果の評価（令和３年４月～令和４年３月）
達成状況

目標(事）：9998

実績(事）：7118

目標（現）：:59120

　　事務所　：　冷房　２８℃　　暖房　２２℃　 実績(現）：80156

　　現　場　　：　冷房　２６℃　　暖房　２２℃　　

　・不要時の消灯

　・照明機器、クーラー、窓の清掃 目標比（事）：71％

　2）自動車燃料の削減 目標比（現）：135％

　・アイドリングストップ運動

　・作業車両の自主点検の励行

　・エコドライブの推進
目標（事）：0.355

実施（事）：0.166（ﾘｻｲｸﾙ率47％）

目標比：46％

目標（現）：133.93

実施（現）：161.67（ﾘｻｲｸﾙ率100％）

目標比：120％

目標(事）：32.64　

実績(事）：33

目標（現）：1.92

実績(現）：6

目標比（事）：101％

目標比（現）：312％

目標(事）：20　

実績(事）：24 目標達成できた

目標比（事）：120％

目標（現）：100％

達成率（現）：100％ 及び材料の選択

⑧化学物質使用量の把握及び削減 自社では該当無し

外注業者には指導徹底を推進する

目標(事）：8017　

実績(事）：8739

目標比（事）：109％

目標(事）：５回　

実績(事）：５回

目標比（事）：100％

目標（現）：２回 目標達成は出来た

実績(現）：２回

目標比（現）：100％

総括
　・　現場での産業廃棄物の、リサイクル率は達成出来ている。

　・　地域貢献活動には全て参加し、目標を達成した。

　・　工事内容により、重機消費燃料が莫大で、大幅に目標達成出来なかったが、二酸化炭素排出原単位は達成された。

次年度の取組み

　令和３年度と同様に全ての項目において事務所・現場共環境への負荷の低減を図るため、

　引き続き努力する。

　事務所内電灯はすべてＬＥＤ照明に替えたため、引き続き電力削減の成果を期待したい。

　毎年猛暑が予想されるため、どのように電力削減に努めるか再考の必要がある。

　会社周辺及び事務所内の清掃美化活動を定期的に行いたい。

　次年度もコロナ対策を余儀なくされることが予想されるので、事務所・現場での対応をしっかり

　やっていけるよう、早めの対策を検討したい。

⑥その他

環境に配慮した建設機械の使用

③一般廃棄物の削減

⑥グリーン購入の推進

⑦環境に配慮した施工方法の推進

十分活動には参加できた

①二酸化炭素排出量(kg-CO2）

　1）電力の削減 現場での使用重機台数が多く、日々の燃料消費

が莫大で、目標達成にはほど遠かった

　・手直し工事を出来るだけ無くする

取組計画 評価（結果と今後の方向）

　・地域貢献活動（工事現場付近清掃活動）

100％で適正処理出来ている

④産業廃棄物の削減

　・分別回収による古紙リサイクル

現場排出量が多かったが、リサイクル率は

　・再生資源化出来る物の受入

　・地域貢献活動（協会主催地域貢献活動）

⑤節水

　・節水の呼びかけ 現場使用量が多く、結果目標不達成

　・事務用紙使用量

　・こまめに蛇口をしめる

裏紙使用は徹底している

できる限りグリーン製品購入を徹底した結果

公共工事が多く紙使用が増加した

　・裏紙使用の励行

　・エアコンの温度設定



電力使用量（Ｌ）

軽油使用量（Ｌ）

ガソリン使用量（Ｌ）

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450
500

事務所

現場・工場

0
500

1000
1500
2000
2500
3000
3500
4000
4500
5000

事務所

現場・工場

0

100

200

300

400

500

600

700

事務所

現場・工場



再生資源化率（％）
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排水量（ｔ） 事務用紙使用量（枚）

二酸化炭素排出量（kg-CO2） 廃棄物（ｔ）
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Ⅳ．環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価の結果

適合・不適合

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

環境関連法規制等の遵守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。

また、過去３年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。
なお、関係当局より違反等の指摘はありません。

代表者による全体の評価

環境活動に取り組む意識及び姿勢は確実に定着している。
車両・建設機械等の点検は積極的に実施されている。
アイドリングストップシール・節水シール・節電シール等常に目にすることが意識向上につながる。

事務所の照明器具を全てＬＥＤ照明に替えたことは、やはり電力削減につながるが、

地球温暖化による気象変動と電力使用削減への努力は続けていく。
今回の結果は達成出来た項目もたくさんあったが、工事内容により、重機燃料の消費が莫大で、
削減目標を大幅に上回ったが二酸化炭素排出原単位は達成している。
環境経営効率は良好と思われる。

阿南市火災予防条例 指定数量未満の貯蔵及び取り扱い基準の社員教育の実施

フロン排出抑制法 業務用エアコン・建設機械等からのフロン漏えい防止につとめる

規制基準の遵守・該当する工事の場合は届出と計測実施

水質汚濁防止法 日常生活での注意・現場管理の徹底

浄化槽法 浄化槽の保守・点検、定期的な水質検査

阿南市環境基本条例 環境保全・環境負荷の低減・公害防止のための社員教育の実施

徳島県生活環境保全条例 環境保全・環境負荷の低減・公害防止のための社員教育の実施

騒音・振動規制法

温室効果ガス排出抑制・廃棄物排出抑制・再利用推進

廃棄物処理法 廃棄物（一般・産業）の削減、廃棄物の適正処置の確保

建設リサイクル法 分別解体実施義務の遵守、再生資源化等の実施義務の遵守

オフロード法 建設車両の適合確認

適用される法規制 当　　社　　の　　対　　応
環境配慮事業促進法 事業活動に係る環境情報の提供に努める

グリーン購入法 再生品・環境負荷の低減が図れる製品の購入

地球温暖化対策の推進に関する法律


